
「研究データ管理支援2」（15時間・1単位）

概要
研究のライフサイクルに沿って、どのような研究データ管理支援が必要なのか、支援
サービスの概要について学ぶ。本講義では、研究後にあたるデータの公開・保存に向
けた基盤整備、公開に向けたデータの準備、リポジトリへの登録方法に関して必要な
準備・支援を修得する。また、研究データ管理支援にあたって、支援人材に求められる
マインドセットについても議論する。

 各回の詳細
回 内容 主担当

1 研究後：データの公開・保存のための基盤整備
（データリポジトリ等）

清水敏之（九大）

2 研究後：公開に向けたデータに関するポリシー等の確認事項

3 研究後：公開に向けたデータの準備（クリーニング）

4 研究後：公開に向けたデータの準備
（データセットの確認、Readmeファイルの確認）

5 研究後：公開に向けたデータの準備（メタデータの付与）

6 研究後：リポジトリへの登録

7 研究データ管理支援人材のマインドセット
石田栄美（九大）8 研究データ管理支援人材のマインドセット
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